
難病・小慢DB更改に関する
要件定義状況の情報共有

1

２０２０年１２月
厚生労働省 健康局 難病対策課

s0410403
テキストボックス
 資料９

s0410403
テキストボックス
 <抜粋>



指定医はインターネット接続のPC端末より、難病小慢DBに接続して、画面上で臨個票・意見書を作成し
DBに登録する。
院内システムを導入している医療機関では、院内システム上で臨個票・意見書を作成し、院内システムから
臨個票・意見書データを掃き出して、インターネット接続のPC端末より次期DBに登録することも可。
その後、患者は現行同様に臨個票・意見書及び申請書を自治体へ提出、自治体は臨個票・意見書記載
のアクセスキーからDBの臨個票意見書データを取得して審査を実施。審査結果をDBに登録する。
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難病・小慢DB 新システムの全体像
指定医・指定医療機関関連箇所



難病・小慢DB

[パターン１] インターネットに接続している端末からオンラインにより直接入力

通信を暗号化し、流れるデータも暗号化

[パターン２] 院内システムから臨個票・意見書のCSVﾌｧｲﾙを出力した後、
厚労省から配布するチェックツールでチェックを行い、インターネットに接続している端末からアップロード

臨個票
・意見書チェック

チェック

臨個票
・意見書

[パターン３] 院内システム(文書管理システム)入力時にシステム内機能でチェックを行い、
臨個票・意見書のCSVﾌｧｲﾙを出力しインターネットに接続している端末からアップロード

臨個票
・意見書

通信を暗号化し、流れるデータも暗号化

通信を暗号化し、流れるデータも暗号化

チェック

難病・小慢DB
（指定医DB）

難病・小慢DB

指定医において、次期DBへの臨個票・意見書の登録方法は3種類ある。院内システムの無い医療機関で
はパターン１を選択。院内システムのある医療機関では、パターン2,3いずれかを選択する想定。
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指定医の次期DBへの臨個票・意見書登録方法



難病・小慢DBの構築スケジュールは以下の通りとなります。
難病・小慢DBの基本設計終了後に、確定したファイル出力要件やチェック仕様の情報を展開し
ます。院内システム改修はその情報展開以降となります。
医療機関毎に以下のご判断をしていただくことになります。
＊各医療機関で次期DBの利用を開始する時期
＊院内システムを改修するかどうか、改修する場合の時期
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難病・小慢DBの構築スケジュール

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 ７月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 ７月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
令和4年度（2022年度）

医療機関側
スケジュール

令和2年度（2020年度） 令和3年度（2021年度）

難病・小慢
DBスケ
ジュール

★業者決定

1次 設計・開発・テスト

2次 設計・開発・テスト

1次 マスタ設定

1次開発リリース★

周知
事前
調整

周知

周知

代表病院

受入テスト

指定医向け操作説明会

基本設計終了後に確定したファイ
ル出力要件、チェック仕様、PC端
末/プリンタ要件及びネットワーク
要件等を周知

要件定義

院内システム改修（医療機関毎のスケジュールで改修）

医療機関経由で各ベンダへ情報
を展開いただく予定

テストに関する情報等を周
知

接続テスト（医療機関にて実施）


